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PRESS RELEASE  2026/10/26      
 
 

公開シンポジウム「科学教育と⼥性」を開催 
 

【概要】 
北海道⼤学⼤学院⽂学研究院応⽤倫理・応⽤哲学研究教育センターの主催により、公開シンポジウ

ム「科学教育と⼥性」を、⼀般市⺠・学⽣・研究者を対象に開催します。 
 

【趣旨】 
⽇本では、理⼯系分野で学ぶ⼥⼦学⽣や理⼯系分野の⼥性研究者の⽐率が極めて低い⽔準にありま

す。近年、理⼯系分野の⼥⼦学⽣や⼥性研究者を増やすために様々な取り組みがなされていますが、
思うように成果が上がっていません。とはいえ、戦前・戦中においても理⼯系分野の⼥⼦学⽣や⼥性
研究者は皆無だったわけではありません。北海道⼤学も帝国⼤学時代に理学部・農学部で⼥⼦学⽣を
受け⼊れた実績を持っています。また、第⼆次⼤戦中には、科学技術⼈材の不⾜に対応するために、
理⼯系分野で学ぶ⼥⼦学⽣を増やそうとする試みもありました。本シンポジウムでは、近代⽇本の歴
史をふまえて、科学教育と⼥性の関係について考えてみたいと思います。 

 

【⽇ 程】 2026 年 11 ⽉ 28 ⽇（⼟）13 時 30 分〜17 時 00 分（受付：13 時 00 分から） 
【場 所】 北海道⼤学⼈⽂・社会科学総合教育研究棟 W409 室（札幌市北区北 10 条⻄ 7 丁⽬）  
【主 催】 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院応⽤倫理・応⽤哲学研究教育センター 
【共 催】 北海道⼤学⼤学院教育学研究院 
【対 象】 ⼀般市⺠・学⽣・研究者 
【定 員】 会場 80 名、オンライン 100 名 
【参 加 費】 無料 
【⾔ 語】 ⽇本語 
【申込⽅法】 オンライン参加の場合のみ、11 ⽉ 26 ⽇（⽊）17 時 00 分までに下記 URL または QR コ

ードからお申込みください。 
https://forms.gle/ET2gMxiNAiSz9fTr9 

【コメンテーター】 北海道情報⼤学名誉教授 広瀬玲⼦ 
【司会・企画】 北海道⼤学⼤学院教育学研究院教授 辻 智⼦ 
【企 画】 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院教授 

同⼤学⼤学院⽂学研究院応⽤倫理・応⽤哲学研究教育センター運営委員 ⽔溜真由美 
【プログラム】 開 会 の 挨 拶 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院教授 

応⽤倫理・応⽤哲学研究教育センター⻑ 宮嶋俊⼀ 
趣 旨 説 明 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院教授 

応⽤倫理・応⽤哲学研究教育センター運営委員 ⽔溜真由美 
講 演 戦時期⽇本の⼥性「科学戦⼠」養成 

⼤阪⼤学国際機構特任助教 中原理沙 
北海道帝国⼤学に進学・研学した⼥性たちを訪ねて 

北海道⼤学⼤学⽂書館特定専⾨職 ⼭本美穂⼦ 
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休 憩 
コ メ ン ト 北海道情報⼤学名誉教授 広瀬玲⼦ 
登壇者の意⾒交換 
質 疑 応 答 
閉 会 

 
お問い合わせ先  

北海道⼤学⼤学院⽂学研究院応⽤倫理・応⽤哲学研究教育センター事務局 
ＴＥＬ 011-706-4088（⾦曜⽇を除く平⽇ 10 時 30 分〜17 時 15 分） 
メール caep@let.hokudai.ac.jp  ＵＲＬ https://caep-hu.sakura.ne.jp/ 

配信元 
北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  
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